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認知症になっても安心して暮らせる社会を 
 

月刊 ＰＯＬＥ－ＰＯＬＥ（スワヒリ語） 

 

 

 

 

 

 

認知症の人と家族の会  理念 

認知症になったとしても、介護する側になったとしても、 

人としての尊厳が守られ日々の暮らしが安穏に続けられなければならない。 

認知症の人と家族の会は、ともに励ましあい助け合って、 

人として実りある人生を送るとともに、 

認知症になっても安心して暮らせる社会の実現を希求する。 
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〇
９
月
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
・
認
知
症
月
間 

〇
９
月
21
日 

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
・ 

認
知
症
の
日 

の
ご
報
告 

   

今
年
2024
年
は
、「
認
知
症
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
た

記
念
の
年
で
す
。
群
馬
県
支
部
で
は
、
9
月
21
日
そ

の
日
に
記
念
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
認
知
症
を
支
え
る
人

の
ホ
ン
ネ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
も
多
く
の

方
が
関
心
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
写
真
は
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
終
え
て
の
世
話
人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
で
す
。
ま
た
、
休
む
間
も
な
く
、
そ
の
夜
の

「
オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
2024
」
全
国
リ
レ
ー
中
継

に
も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
県
庁
前
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
模
様
は
２
頁
に
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

             

 

目
次 

・
報
告 

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
、
認
知
症
の

日
・
月
間
の
取
り
組
み 

・
群
馬
県
支
部
と
県
内
の
市
町
村
・
関
連
機
関
等
の
取

り
組
み 

・〈
わ
が
家
の
認
知
症
ケ
ア
手
帳
〉
52 

 
 
 

渡
辺
医
院
院
長
（
当
会
顧
問
） 

渡
辺
俊
之 

・
編
集
後
記 

   

こ
れ
か
ら
の
予
定 

●
10
月
13
日
（
日
）
渋
川
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

渋
川
市
中
央
公
民
館 

●
10
月
19
日
（
土
）
太
田
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

お
お
た 

韮
川
行
政
セ
ン
タ
ー 

●
10
月
27
日
（
日
）
県
央
つ
ど
い 

 
 

10
時
～
12
時 

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７
階 

701
会
議
室 

〇
全
国
の
予
定 

・
10
月
19
日
（
土
）
支
部
代
表
者
会
議 

於
和
歌
山 

・
10
月
20
日
（
日
）
第
40
回 

全
国
研
究
集
会 

於
和
歌
山 

   

電
話
相
談 

◎
群
馬
県
支
部
（
群
馬
県
か
ら
の
委
託
事
業
） 

認
知
症
の
人
と
家
族
の
た
め
の
電
話
相
談 

０
２
７
（
２
８
９
）
２
７
４
０ 

◎
本
部
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０
（
２
９
４
）
４
５
６ 

 

１
頁  

２
～
４
頁  

４
頁 

４
頁 

X(旧 Twitter) 

やってます 
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（２） 

（
９
月
22
日
付
上
毛
新
聞
） 

                            

                             

    

「
家
族
の
会
」
は
、
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
病
協
会
に
加
盟
し
て
以
来
、９
月
を
中
心

に
講
演
会
・
研
修
会
や
街
頭
広
報
活
動
な
ど

に
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
確
な
理
解
を
広

め
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
、

県
内
の
市
町
村
や
各
関
連
団
体
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
も
、関
心
を
払
っ
て
き
た
つ
も

り
で
し
た
。 

                 

     

し
か
し
、
今
年
「
認
知
症
基
本
法
」
の
施
行

に
伴
い
、
よ
り
関
心
を
持
っ
て
地
元
紙
・
上
毛

新
聞
の
記
事
に
注
意
を
払
っ
て
み
る
と
、
認
知

症
関
連
の
記
事
が
思
い
の
ほ
か
多
い
こ
と
に

気
が
付
き
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
９
月
に
入
っ
て
か
ら
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
月
間
を
意
識
し
た
記
事
を
拾
い
あ
げ
て

み
ま
し
た
。（
日
付
な
い
写
真
は
独
自
取
材
） 

     

９
月
21
日 

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
・
認
知
症
の
日 

 

９
月 

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
月
間
・
認
知
症
月
間 

 

県
内
・
市
町
村
、
関
連
団
体
の
取
り
組
み 

渋
川
市
：
認
知
症
へ
の
理
解
訴
え
、
鉄
塔
を
オ
レ
ン
ジ
色
に 

 
 
 
 
 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

市
の
企
画
に
東
京
電
力
が
協
力 

 
 
 
 
 
 

（
９
月
６
日
付
、
山
田
祐
二
記
者
） 



（ ３

） 
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（３） 

吉
岡
町
：
町
内
の
認
知
症
の
取
り
組
み
を

ま
と
め
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
パ
ネ
ル

展
示 

（
９
月
25
日
付
、
山
田
祐
二
記
者
） 

                         

高
崎
市
：
高
崎
市
立
図
書
館 

認
知
症
関

連
図
書
、
関
係
資
料 

展
示
コ
ー
ナ
ー
開
設 

             

前
橋
市
：
県
立
図
書
館
で
認
知
症
関
連
図

書
、
資
料
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
毎
年
設
置 

（
毎
年
丁
寧
に
設
置
し
て
下
さ
い
ま
す
） 

          

前
橋
市
：
認
知
症
と
高
齢
者
の
移
動
の
不

安
解
消 

９
月
14
日
、
「
シ
ニ
ア
世
代
の
持
続
的
な

生
活
」
と
題
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
催 

（
９
月
15
日
付
、
高
野
聡
記
者
） 

         

伊
勢
崎
市
：
オ
レ
ン
ジ
の
光
で
認
知
症
支

援
、
美
原
記
念
病
院
で
病
院
、
研
究
所
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

（
９
月
19
日
付
、
丸
岡
美
貴
記
者
） 

           

邑
楽
町
：
高
齢
者
が
講
演
や
寸
劇
で
認
知

症
予
防
を
学
ぶ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
企
画 

（
９
月
21
日
付
、
林
花
野
記
者
） 
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渡
辺
俊
之
の
〈
わ
が
家
の
認
知
症
ケ
ア
手
帳
〉
52 

 
達
成
感
を
得
る
た
め
に
「
感
情
日
記
」
お
勧
め 

 
 
 
 
 

渡
辺
医
院
院
長
（
精
神
科
医
、
当
会
顧
問
） 

渡
辺
俊
之 

 

 

 

     

介
護
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
の
５
つ
目
、

「
達
成
感
（A

cc
o
m
pl
i
s
hm
e
nt

）
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

第
一
は
介
護
で
生
じ
る
感
情
を
克
服
す

る
こ
と
で
す
。
私
は
感
情
を
客
観
的
に
理
解

す
る
た
め
に
「
感
情
日
記
」
を
書
く
こ
と
を

勧
め
ま
す
。
見
開
き
ペ
ー
ジ
を
一
日
と
し
て
、

左
ペ
ー
ジ
に
は
マ
イ
ナ
ス
感
情
、
右
ペ
ー
ジ

に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
感
情
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

介
護
か
ら
離
れ
ら
れ
る
時
間
と
空
間
を
利

用
し
て
一
日
の
介
護
を
振
り
返
り
ま
す
。 

右
ペ
ー
ジ
に
は
「
妻
が
笑
っ
て
く
れ
て
う
れ

し
い
」
「
母
が
よ
く
寝
て
く
れ
て
昨
夜
は
楽

だ
っ
た
」
「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
優
し
い
の
で

安
心
し
た
」
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
対
応
で

父
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
た
」
で
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
一
週
間
し
た
ら
右
ペ
ー
ジ
だ
け
振

り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。
自
分
の
感
情
に
客
観

的
に
付
き
合
え
て
い
る
と
い
う
達
成
感
が

生
じ
ま
す
。
書
い
て
い
る
う
ち
に
「
最
後
ま

で
や
り
遂
げ
た
」
と
い
っ
た
他
の
達
成
感
も

増
え
て
い
く
で
し
ょ
う
。 

 

 

      

第
二
は
、
「
自
分
で
主
体
的
に
や
っ
て
い

る
」
「
自
分
の
生
活
は
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
」
と
い
う
「
行
為
性
（Agency

）

を
高
め
る
こ
と
で
す
。
介
護
を
や
ら
せ
ら
れ

る
体
験
か
ら
、
主
体
的
な
体
験
へ
と
変
え
る

た
め
の
工
夫
が
あ
り
ま
す
。
①
や
る
べ
き
こ

と
を
リ
ス
ト
化
す
る
、
②
家
族
内
役
割
を
明

確
に
す
る
、
③
介
護
の
情
報
を
集
め
る
、
④

専
門
職
と
上
手
に
協
力
態
勢
を
つ
く
る
、
⑤

休
養
を
仕
事
と
考
え
る
、
⑥
介
護
を
受
け
る

人
の
笑
顔
が
増
え
、
満
足
度
が
上
が
る
こ
と

を
目
指
す―

な
ど
で
す
。 

 

介
護
を
や
り
終
え
、
介
護
を
受
け
る
人
が

満
足
し
て
眠
り
に
つ
く
と
き
、
あ
な
た
は
一

日
の
達
成
感
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。 

       

前
橋
市
：
群
馬
医
療
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
部
図
書
室 

関
連
図
書
の
展

示 （
山
口
智
晴
教
授
の
ご
協
力
で
実
現
） 

         

前
橋
市
：
社
会
福
祉
法
人
協
同
福
祉
会 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ほ
な
み
」 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ 

 

〈
編 

集 

後 

記
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

一
年
最
大
の
行
事
が
終
わ
り
ま
し
た
。

例
年
に
増
し
て
関
心
を
い
た
だ
け
た
よ
う

で
盛
会
で
し
た
。
今
年
は
、
同
じ
日
の
夜

の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
も
参
加
で
き
ま
し

た
。
世
話
人
の
皆
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
敬
服
で
す
。
準
備
の
途
中
で
、
な
ん
と
、

コ
ロ
ナ
に
罹
患
す
る
と
い
う
失
態
も
あ
り

ま
し
た
が
、
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で

き
て
安
堵
し
て
い
ま
す
。 

８
月
に
101
歳
を
無
事
に
迎
え
た
妻
の

母
が
、
大
分
体
力
が
落
ち
て
き
ま
し
た
。

今
度
ば
か
り
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
と
家

族
そ
れ
ぞ
れ
が
静
か
に
覚
悟
し
つ
つ
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 
 

 
 

（
田
部
井
） 
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